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いよいよ学校再開♪ 

 ４月の始業式が始まったのもつかの間、１週間ほどで臨時休校となってしまいました。 

その間、それぞれのご家庭や地域では、コロナウイルス感染防止の自粛が求められる中、

お子さんの見守りなど大変ご苦労があったことと思います。学校では、臨時休校の間、除

草作業や花壇等の手入れ、学校施設の整備や清掃・消毒、休校中の課題の準備、再開後の

教育計画の再編成や授業の準備など、職員が一丸となって学校再開に向けての準備に取り

組んでまいりました。そして、いよいよ６月１日（月）より学校が通常どおり再開なりま

す。また、そのための準備期間として５月２６日（火）から２９日（金）までを臨時登校

日として、４時間の授業を行い、給食も実施しています。 

 臨時休校中は、地域や保護者のみなさんより、子どもたちや

職員に温かいお心遣いやお声かけをいただきました。どれだけ

励みになったかわかりません。心より感謝申し上げます。まだ

まだ油断はできない状況ですが、「全ては子どものために！」を

合い言葉に、職員一同全力を尽くしてまいります。今後とも温

かいご支援とご協力のほど、お願い申し上げます。 

                            【みんなで授業楽しいな♪】 

地域や保護者のみなさんと共に「生きる力」の育成を！ 

本年度より小学校では新しい学習指導要領がスタートしております。学習指導要領とは、

文部科学省が定めている教育課程（カリキュラム）の基準です。およそ１０年に１度改定

され、これを基に子どもたちの教科書や時間割が作られます。 

新しい学習指導要領では子どもたちの「生きる力」を育むために「主体的・対話的で深

い学び」が実現する授業と「社会に開かれた教育課程」の確立をめざしています。 

「主体的・対話的で深い学び」とは、子どもが受け身で「教えてもらう」授業ではなく、

子どもが「学び」の主人公となって、仲間と協同しながら、「なぜ」を探究する授業です。 

「社会に開かれた教育課程」とは、「生きる力」につながる「資質・能力」を、社会と学校

が協力しながら、一体となって育てていこうというものです。そこには「よりよい学校教

育を通じて、よりよい社会を創る」というねらいがあります。 

そこで、中北小学校では、次の３つの力を「生きる力」につながる「資質・能力」として

重点的に育てていきたいと考えています。 

  

・粘り強く学ぶ力       → 「学び合い」 

・ともによりよりよく生きる力 → 「助け合い」 

・豊かに伝え合う力      → 「高め合い」 

 

授業はもちろんのこと、様々な教育活動を通じてこの３つの力を育てていきます。また、

地域や保護者のみなさんとこれらの学校の教育目標を共有するため、「こんな学校をめざし

ます」という「中北小学校グランドデザイン」を作成しました。地域や保護者のみなさん

と共に、夢をもち、明るい未来を切り拓く中北の子どもたちを育てていきたいと思います。

どうぞご理解とご協力のほどよろしくお願いします。 
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こんな学校をめざします！ 


